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本シンポジウムは、日本、韓国、台湾の終末期医療の法制度と医療現場の現状に関する検討を通
して、それぞれの国・地域における「良い死（または望ましい死）」の考え方や課題について、宗
教的・倫理的な観点から考察するものです。
近年では、終末期医療に対する事前の意思表示の重要性が強調され、延命治療の取捨を含め、自

分の最期は自分で決めることを「良い死」とする傾向が見られます。とりわけ終末期医療の法制化
が発展している韓国と台湾では、この傾向が顕著です。これに対し、日本では法制化がなされてい
ないものの、終末期医療に関する事前の話し合いと指示書の作成を推進する動きが見られます。こ
うした自己決定に基づく「良い死」の考え方には、どのような倫理的な問題があるのか、またそれ
に応じて宗教の役割にはどのような変化があるのか、という新たな課題が提起されています。
そこで、本シンポジウムでは、日本、韓国、台湾における終末期医療の発展と法制度の動向を概

観し、「良い死」の概念をめぐる文化的・社会的背景を検討します。また、臨床宗教師の活動報告
を通して、新型コロナウイルス感染症のパンデミックによって顕在化した問題を注視しながら、現
代社会における「良い死」のあり方と宗教の可能性について考えていきたいと思います。
つきましては、紙面等にてご紹介いただきますようお願いします。なお、取材等のご希望がござ

いましたら、お手数ですが下記までご連絡いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。

大谷大学真宗総合研究所東京分室（所在：東京都文京区湯島）は、本研究所の設置目的にもとづ
き、本学が社会に対して責任を有する研究分野において、若手研究者に研究機会と環境を提供して
います。「現代と自分がどうかかわるか」「現代で自分はどう生きていくか」を根幹とした研究
テーマを持ち、ともすると専門分野の研究者にしか通じない言葉で語られがちな研究成果を、一般
の方々に理解される言葉で語ることのできる次代の研究者の育成をはかっています。
真宗総合研究所東京分室では、室長及びPD研究員による「宗教と社会」をテーマとした共同研

究を行っています。本研究は、多様な価値観を内包する現代社会にて、社会における宗教の役割を
問い直すことを目的としており、当該研究の活動の一環として、この度公開シンポジウムを開催す
ることといたしました。
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